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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年2月28日(2013.2.28)

【公表番号】特表2012-517616(P2012-517616A)
【公表日】平成24年8月2日(2012.8.2)
【年通号数】公開・登録公報2012-030
【出願番号】特願2011-549153(P2011-549153)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   7/02     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/01    　　　Ｊ
   Ｂ４１Ｍ   7/02    　　　　
   Ｇ０３Ｇ  15/01    　　　Ｙ
   Ｇ０３Ｇ  15/01    　　　Ｓ
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３８４　
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３７２　

【手続補正書】
【提出日】平成25年1月10日(2013.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像の光沢化処理を最適化する方法であって、
　画像の端部に向かって、配置されるクリアドライインクの最大量を減らすステップを有
することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記画像の端部に配置されるクリアドライインクの量は、50乃至5％まで減少すること
を特徴とする請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　画像の光沢化処理を最適化する当該方法は、さらに、
　前記画像の端部に配置されるクリアドライインクの最大量を、15％まで抑制するステッ
プを有し、
　前記配置されるクリアドライインクの量は、前端から30mmの長さにわたり、90％まで徐
々に増加することを特徴とする請求項1に記載の方法。
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